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第 5 回講座では、各チームで設定した地域課題

を深めるための情報を得る地域インタビューと

ゼミ活動を行いました。地域インタビューでは、

6 か所のブースを設け、地域で活動をされている

方々をお招きし、話を伺いました。ゼミ活動では、

中間発表に向けた話し合いを行うチームとまち

あるきをするチームに分かれました。 

最後に、各チームの一日の気付きとまとめにつ

いて発表を行い、当塾アドバイザーである櫻井先

生からコメントを頂きました。 

 

【櫻井先生の講話より】 

○第 3期生には、地域で活動する当事者が大勢参

加されている。問題解決に向けた動きにつなが

ることを期待する一方、いつもの自分、「当た

り前」から抜け出し大胆な提案をしてほしい。 

○「課題」は「資源」になりうる。地域が気づい

ていないことを議論し、「資源」として捉える

ぎのわんぎのわんぎのわんぎのわん地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり塾塾塾塾    

ことが大事。どう解釈するかが大事。 

○地域の団体の活動は活発だが、団体間の連携

が弱いという話が出ていた。資源は豊富なの

につながれていない。もったいない。 

○コーディネーターは、課題解決の主体ではな

い。課題解決は、地域の皆さんがやること。

地域の皆さんに気づいてもらう場面をどうつ

くるのか。プロセスが大事。 

 

【講座レポートより】 

○人材は豊か。点と点をつなぐネットワーク作

りが大切。 

○個々の活動は活発なのに、横のつながりがな

いという気づきが各グループからあった。 

○当事者意識に縛られないことも大切。 

○地域の方の生の声を聴けて良かった。意見に

違いはあっても望む未来像は共通していると

感じました。 
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ぎのわん地域づくり塾の様子をお伝えします 
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